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令和４年度実施「魅力と特色ある県立高校づくりについてのアンケート」集計結果等の概要 

 

神奈川県教育委員会教育局指導部高校教育課 

 

 令和４年度、全県立高校を対象に行った「魅力と特色ある県立高校づくりについてのアンケート」の

集計結果を取りまとめました。今後の県立高校改革の動向を踏まえ、分析結果を活用しながら、魅力と

特色ある県立高校づくりに生かしてまいります。 

 

Ⅰ 実施対象 

生徒 全県立高校（全課程）の卒業学年・年次の生徒 

保護者 上記生徒の保護者 

学校運営協議会委員 全県立高校の学校運営協議会委員 

Ⅱ 実施時期  令和５年１月～令和５年３月 

Ⅲ 集計区分 

課程 学科 
学びの

しくみ 

校

数 
対象校 

全日制 

普通科 

学年制 96 

鶴見、横浜翠嵐、城郷、港北、新羽、岸根、霧が丘、白山、 

市ケ尾、田奈、元石川、川和、荏田、新栄、希望ケ丘、旭、 

松陽、瀬谷、瀬谷西、横浜平沼、光陵、保土ケ谷、舞岡、 

上矢部、金井、横浜南陵、永谷、柏陽、横浜緑ケ丘、横浜立野、

横浜氷取沢、釜利谷、新城、住吉、川崎北、多摩、生田、 

百合丘、生田東、菅、麻生、麻溝台、上鶴間、上溝、相模原、

上溝南、橋本、相模田名、城山、津久井、横須賀、横須賀大津、

追浜、津久井浜、横須賀南、平塚江南、高浜、鎌倉、七里ガ浜、

大船、深沢、湘南、藤沢西、湘南台、小田原東、西湘、逗子、

逗葉、茅ケ崎、茅ケ崎北陵、鶴嶺、茅ケ崎西浜、秦野、 

秦野曽屋、厚木、厚木東、厚木北、厚木西、大和、大和南、 

大和東、大和西、伊勢原、伊志田、海老名、有馬、座間、足柄、

綾瀬、綾瀬西、寒川、大磯、二宮、大井、山北、愛川 

単位制 14 

神奈川総合、横浜旭陵、横浜緑園、横浜桜陽、横浜清陵、 

横浜栄、川崎、大師、相模原弥栄、平塚湘風、藤沢清流、 

小田原、三浦初声、厚木清南 

総合学科 単位制 ７ 
鶴見総合、金沢総合、麻生総合、相模原総合、藤沢総合、 

秦野総合、座間総合 

専門学科 

学年制 20 

神奈川工業、白山、二俣川看護福祉、商工、上矢部、磯子工業、

川崎工科、向の岡工業、相原、津久井、横須賀工業、平塚農商、 

平塚工科、藤沢工科、小田原東、小田原城北工業、厚木商業、

厚木北、中央農業、横須賀南 

単位制 ６ 
横浜国際、神奈川総合産業、相模原弥栄、海洋科学、三浦初声、

吉田島  

定時制 

普通科 
学年制 ７ 横浜翠嵐、希望ケ丘、津久井、横須賀、追浜、茅ケ崎、伊勢原 

単位制 ７ 横浜明朋、相模向陽館、川崎、湘南、小田原、厚木清南、高浜 

総合学科 単位制 ５ 磯子工業、向の岡工業、神奈川総合産業、高浜、秦野総合 

専門学科 学年制 ２ 神奈川工業、小田原城北工業 

通信制 普通科 単位制 ２ 横浜修悠館、厚木清南 

※複数の学科を並置している学校がある 
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Ⅳ 実施内容 

１ 生徒向けアンケートの回答者数及び回答率 

区分 対象者数 回答者数 回答率 

全日制 

普通科 
学年制 26,342 名 18,123 名 68.8 ％ 

単位制 3,720 名 2,332 名 62.7 ％ 

総合学科 1,547 名 1,087 名 70.3 ％ 

専門学科 3,390 名 2,529 名 74.6 ％ 

定時制 696 名 484 名 69.5 ％ 

通信制 346 名 102 名 29.5 ％ 

全体 36,041 名 24,657 名 68.4 ％ 

 

２ アンケートの質問項目 

  １ 生徒向けアンケート 

    （１）高校生活を振り返ってみて、あなたが通っている高校に満足していますか。 

    （２）高校生活での「キャリア教育（社会的・職業的自立のために必要な能力や態度を育てる 

教育）」により、中学生の時よりも社会的・職業的自立のために必要な能力が身に付い

たと思いますか。     

（３）「学校での授業や活動が今後の自分のために役に立つ」と思いますか。 

（４）高校生活において、課題の発見と解決に向けて主体的に考えたり、発表しあうなどの協

働的な学習活動を行うことによって、中学生の時よりも思考力・判断力・表現力を高め

ることができたと思いますか。 

（５）中学生の時よりも人を思いやる気持ちが身に付いたと思いますか。 

（６）中学生の時よりも（地域）社会に貢献しようと思うようになりましたか。 

（７）高校生活を通して、「自分はこうなりたい、こうしたい」という夢や希望を持てたと思  

いますか。 

２ 保護者向けアンケート 

  生徒向けアンケートとの共通項目 

  （１）生徒本人の高校生活を振り返って、本人が通っている高校に満足していますか。 

  （２）高校生活を通して、中学生の時よりも生徒本人の思考力・判断力・表現力が高まったと

思いますか。 

  （３）生徒本人の高校生活を振り返ってみて、生徒本人が中学生の時よりも人を思いやる気持

ちが身に付いたと思いますか。 

（４）生徒本人の高校生活を振り返ってみて、生徒本人が中学生の時よりも（地域）社会に貢

献しようと思うようになりましたか。 

（５）生徒本人が高校生活を通して、「自分はこうなりたい、こうしたい」という夢や希望を  

持てたと思いますか。 

保護者のみの項目 

（６）高校から保護者に対して積極的に情報が提供され、学校の様子が良くわかったと思いま

すか。 

（７）保護者として学校に話をしたり、生徒本人について相談できる環境がありましたか。 

（８）学校での保護者会や社会人のための講座、施設開放など、学校での活動に参加できたと

思いますか。 
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Ⅴ 結果の分析（次項以降） 

  １ 生徒向けアンケート結果 

・アンケート結果の経年変化について 

・保護者向けアンケート結果と生徒向けアンケート結果との比較 

２ 学校運営協議会委員の意見 
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令和４年度実施「魅力と特色ある県立高校づくりについてのアンケート」集計結果等の概要 

 

１ 生徒向けアンケート結果 

学習希望や興味・関心に応じることができるよう、特色ある科目の設置や、学校行事、部活動等の多

彩な活動の提供など、活力と魅力ある県立高校をめざして取り組んできたが、この取組を検証するため、

アンケートを実施した。 

  

（１） 高校生活を振り返ってみて、あなたが通っている高校に満足していますか。 

この質問項目に対して、「満足している」「どちらかといえば満足している」のいずれかに回答して

いる生徒（以下「満足群」という。）は、回答者全体の85.7％となった。令和３年度の満足群（81.7％）

と比較すると、その割合は増加した。 

引き続き多様化する生徒・保護者のニーズに応えた教育活動による魅力ある県立高校づくりのさら

なる推進が必要である。 
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（２）高校生活での「キャリア教育（社会的・職業的自立のために必要な能力や態度を育てる教育）」

により、中学生の時よりも社会的・職業的自立のために必要な能力が身に付いたと思いますか。 

この質問項目に対して、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」のいずれかに回答している生

徒（以下「肯定群」という。）は、回答者全体の85.7％となった。令和３年度の肯定群（84.2％）

と比較すると、その割合は増加した。 

引き続き、生涯を通じた人間としての在り方生き方について考える取組を充実させることが必要

である。 
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（３）「学校での授業や活動が今後の自分のために役に立つ」と思いますか。  

この質問項目に対して、肯定群は、回答者全体の88.4％となった。令和３年度の肯定群（86.5％）

と比較すると、その割合は増加した。 

引き続き、個性に応じて将来の進路を決定させるような取組を充実させたり、教育の質の保証に取

り組んだりする必要がある。 
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（４）高校生活において、課題の発見と解決に向けて主体的に考えたり、発表しあうなどの協働的な 

学習活動を行うことによって、中学生の時よりも思考力・判断力・表現力を高めることができ 

たと思いますか。 

この質問項目に対して、肯定群は、回答者全体の87.8％となった。令和３年度の肯定群（85.6％）

と比較すると、その割合は増加した。 

引き続き、主体的・対話的で深い学びの視点で授業改善を行い、思考力・判断力・表現力を高める

取組を推進する必要がある。 
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（５）中学生の時よりも人を思いやる気持ちが身に付いたと思いますか。 

  この質問項目に対して、肯定群は、回答者全体の88.9％となった。令和３年度の肯定群（87.2％）

と比較すると、その割合は増加した。 

引き続き、いのちの大切さの学びを深める「いのちの授業」等の取組により、高校生活を通じて、

他者への思いやりや自分を大切にする心を育むことが必要である  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

（６）中学生の時よりも（地域）社会に貢献しようと思うようになりましたか。 

この質問項目に対して、肯定群は、回答者全体の78.1％となった。令和２年度の肯定群（77.1％）

比較すると、その割合は増加した。 

引き続き、社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うために、全県立高校へ導入となった

コミュニティ・スクールをさらに活用する等、地域との協働の機会をより多く設けることが必要であ

る。 
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（７）高校生活を通して、「自分はこうなりたい、こうしたい」という夢や希望を持てたと思います

か。 

  この質問項目に対して、肯定群は、回答者全体の85.3％となった。令和２年度の肯定群（83.3％）

と比較すると、その割合は増加した。 

引き続き、生徒が主体的に活動する授業等の活動を通して自己肯定感を高めたりするなど、将来に

対しての夢や可能性を広げることができるよう取り組む必要がある。 
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アンケート結果の経年変化について 

本アンケートは、令和元年に設問内容や選択肢を見直して実施している。令和２年度から過去３年

間の結果の経年変化を以下に示す。 

設問（１）は「満足している」「どちらかといえば満足している」のいずれかに回答している生徒、

設問（２）～設問（７）は「そう思う」「どちらかといえばそう思う」のいずれかに回答している生

徒の割合（％）を示す。 

 

各設問の肯定的な回答は、令和元年度から比較すると増加傾向である。また、多くの項目において

約８割の生徒が肯定的な回答をしている。 

設問 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（１）
高校生活を振り返ってみて、あなたが通って

いる高校に満足していますか。
83.4% 81.7% 85.7 %

（２）

高校生活での「キャリア教育（社会的・職業的自立のため

に必要な能力や態度を育てる教育）」により、中学生のと

きよりも社会的・職業的自立のために必要な能力が身に付

いたと思いますか。

83.7% 84.2% 85.7 %

（３）
「学校での授業や活動が今後の自分のために役に立つ」と

思いますか。
84.7% 86.5% 88.4 %

（４）

高校生活において、課題の発見と解決に向けて主体的に考

えたり、発表しあうなどの協働的な学習活動を行うことに

よって、中学生のときよりも思考力・判断力・表現力を高

めることができたと思いますか。

84.6% 85.6% 87.8 %

（５）
中学生の時よりも人を思いやる気持ちが身に付いたと思い

ますか。
86.7% 87.2% 88.9 %

（６）
中学生の時よりも（地域）社会に貢献しようと思うように

なりましたか。
76.0% 77.1% 78.1 %

（７）
高校生活を通して、「自分はこうなりたい、こうしたい」

という夢や希望を持てたと思いますか。
82.3% 83.3% 85.3 %
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保護者向けアンケート結果と生徒向けアンケート結果との比較 

生徒向けアンケートとの共通項目について、満足群及び肯定群の割合を比較した。保護者向けアンケー

トの項目を基に結果を以下に示す。 

保護者の満足群及び肯定群の割合は、生徒の割合よりも高いものが多かったが、生徒と保護者の回答で

大きな差はなかった。生徒と保護者の回答で差が大きかった質問項目は、（４）である。（４）の「生徒

本人の高校生活を振り返ってみて、生徒本人が中学生の時よりも（地域）社会に貢献しようと思うよう

になりましたか。」については、生徒（78.1％）と保護者（70.4％）の肯定群の割合を比較すると、生徒

の方が7.7ポイント高かった。 
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２ 学校運営協議会委員の意見 

【対 象】全県立高校の学校運営協議会委員 

【対象校】全県立高等学校 

【内 容】各校の学校運営協議会に期待することなど、自校のコミュニティ・スクールでの活動を通し

ての意見 

【意見集約の方法】各学校において、学校運営協議会を通じて伺った意見を取りまとめた。 

・地域との連携が、以前のように再開され、より発展することを期待する。 

・防災について地域で協力できることがあれば声をかけてほしい。 

・オンライン授業を充実させるための環境整備が進み、生徒の主体的な学習をサポートしてほしい。 

・１人１台端末を使った授業はとても良い。 

・学校の様々な動きを近隣に示してほしい。 

・担任による生徒の面談（心のケア）の実施が良かった。学校と家庭の指導の連携が必要。 

・地域交流は生徒の人間性を高め、成長につながるはず。今年度の活動再開に期待する。 

・授業におけるICTの活用について、多くの生徒の意見を取り入れる活用方法が良いと思う。 

・ICTの活用が教員の負担になり、生徒と関わる時間が減る様なことのないようにして欲しい。 

・中学でもICTを利用した授業を行っているので、使用するコンテンツ等の統一はできないか。 

・双方向の授業実践やICTを活用した授業等はわかりやすく良かった。 

・メタバースやVRなどへの発展も期待する。 

・外国につながりのある生徒について、文化の違いに触れるワークショップなどができないか。 

・学校内に留まらず、地域のリソースを活用する学びがよい。 

・ＳＮＳに絡む犯罪も増えており節目での教育の場が必要である。 

・タウンミーティングへの高校生の参加をお願いしたい。 

・自治会と一緒に地球温暖化対策や環境保全対策に取り組んでほしい。 

・小中高の教員同士の交流があるとよい。 

・自分の感心事がグローバルにどう繋がっていくのかを生徒に考えさせてほしい。 

・自転車の乗車等の登下校中の交通ルールやマナーの指導を徹底してもらいたい。 

・対話から始めることが探究型学習の始まりであり、地域との探究型学習を行っていくことにより新た 

な発見がある。 

・「成年年齢」の引き下げについて高校での取組みを知りたい。 

・生徒が自らの体験や気づきをわかりやすく発表しており、シチズンシップ教育の成果が伝わった。 

・学校の施設（トイレ等）について性的マイノリティへの配慮が必要。 

・成人年齢が18歳となり、社会参加や政治についての関心を高めてほしい。 

・反転授業を取り入れていく努力が必要、知識をどのように定着させていくかが課題となる。 

・高校生のコミュニケーション能力、モラルの向上のため、社会性を高めて欲しい。 

・スクールポリシーを積極的に広報するべきだ。 

・心のケアはSC・SSWだけでは足りない。教員の相談スキルを向上させるべきである。 

・ホームページについては比較的高い頻度で情報の更新ができている。PTAのホームページがあればPTA 

からの情報発信がもっとあるので良い。 


